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	I． 基準モデルと総務省方式改訂モデルについて
	１．両モデルの特徴について

	1. 地方公共団体財務書類作成にかかる基準モデル（以下「基準モデル」という。）は、民間企業会計の考え方と会計実務を基に、資産、税収や移転収支など地方公共団体の特殊性を加味し、資産負債管理や予算編成への活用等、公会計に期待される機能を果たすことを目的としている。財務書類の作成に当たっては、開始貸借対照表を固定資産台帳等に基づき作成し、現金取引情報に止まらず、ストック・フロー情報を網羅的に公正価値で把握した上で、個々の取引情報を発生主義により発生の都度又は期末に一括して複式記帳して作成することを前提としたものである。したがって、財務書類作成の基礎となりうる固定資産台帳の整備や、個々の取引情報を発生主義により複式記帳することが必要となる。そこで、そのような事務処理の負荷の軽減を図るため、固定資産の評価方法や標準的な仕訳パターンをあわせて提案している。
	2. 一方、地方公共団体財務書類作成にかかる総務省方式改訂モデル（以下「総務省方式改訂モデル」という。）もその目指す方向性は同様であるが、各団体のこれまでの取組や作成事務の負荷を考慮して、公有財産の状況や発生主義による取引情報を、固定資産台帳や個々の複式記帳によらず、既存の決算統計情報を活用して作成することを認めている。その結果、開始貸借対照表の整備が比較的容易であり、また、公有財産の整備財源情報などの情報開示が可能となるなどの特徴があるが、一方で公有財産等の貸借対照表計上額に精緻さを欠くという課題もある。なお、資産の有効活用等の目的達成のため、売却可能資産から優先して固定資産台帳を整備するとともに、未収金・貸付金の評価情報の充実をあらかじめ意図したモデルであることに留意する必要がある。また、土地をはじめとして、基準モデルにおける公正価値評価との間に重要な差が生じることが想定されるため、早急に固定資産台帳を整備し、基準モデルと同様の評価を行うことが望ましい。
	２．両モデルの比較について

	Ⅱ．資産評価について
	Ⅲ．市町村合併を行った団体における取り扱い
	１．市町村合併を行った場合の各財務書類の取り扱い
	２．財務書類の合算処理
	３．合併年度に係る財務書類に追加すべき注記や附属明細書の内容

	 Ⅳ．連結について
	１．連結財務書類の作成方法について
	２．連結対象法人

	Ⅴ．財務書類の整備スケジュールについて
	１．財務書類の公表時期について
	２．議会による決算認定と財務書類の公表について

	Ⅵ．地方の公会計のさらなる発展に向けて

